お洒落な60代以上の女性のためのインターネットショッピングブランド企画 by 石井  真緒子
92 　生活環境学研究 No.6 2018
卒業論文要旨
お洒落な60代以上の女性のための 
インターネットショッピングブランド企画 
石井 真緒子   
      ［指導教員：武庫川女子大学准教授 山本 泉］ 
  
 
 
 
キーワード:シニア，インターネットショッピング，アパレル，WEBブランド
1.研究の背景 
 少子高齢化の現代，日本の人口の約1/4を65歳以上の高齢者
が占めている。しかし，現代のアパレルブランドで高齢者をタ
ーゲットにしているアパレルブランドを私はほとんど見かけた
ことがない。 
そこで私は「将来自分も年をとってもお洒落でいたい」「家
族や親戚にも年をとってもお洒落でいてほしい」「日本のシ
ニアの女性にお洒落をする楽しみをもう一度思いだしてほし
い」と思ったため，60歳以上のシニアの女性をターゲットに
したアパレルブランドを企画してみたいと思った。 
 
2.本研究の目的 
本論文では「シニアの女性がもっとお洒落に毎日を楽しん
で過ごしてもらうこと」と「新しい日本の商品販売のジャン
ルを作ること」を目的とする。そして最後にアパレルデザイ
ンと WEB デザインを提案していきたいと思う。 
 
3.統計からみるインターネットとライフスタイル 
3-1 今の 40 代 50 代と高齢者のインターネット利用率とイン
ターネットショッピング利用理由 
下図 1 を見ると，2015 年度のデータだが高齢者より 40 代
50 代の人の方がインターネットを多く利用していることが
わかる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3-2 今後の展望 
日本の高齢者人口は右肩上がりで増えていっているので,
人数がある一定のところで増えなくなったとしてもいきなり
大幅に減少することはないと推測する。よって,高齢者はこ
れからも格好のビジネスターゲットである。 
今のシニアの方たちはスマートフォンやパソコンを使って
いる人が他の世代に比べて少なく，ネットで服を買うことに
不安を抱いている方が多いと思い，売り上げがあまり見込め
ないと思った。利益や便利さを考えて今回のブランドは
WEB ブランドとして販売することにし，パソコンやスマー
トフォンを持っていて使い慣れている今の 40 代 50 代の女
性達が高齢になった時を見越して企画しようと思う。つまり，
10 年後 20 年後に売れると想定してブランドを企画するとい
うことである。 
 
4.WEB ブランド戦略 
心理的リスクを軽減するために,商品全てをきちんと点検
してから発送する。また，安心して購入していただくために
レビューを充実させ,商品の情報を色々な方向から見てもら
えるようにする。そしてお客様のクレームにもきちんと対応
できるように，発送前にきちんと写真を撮っておくことを心
がける。また，提携先としてブランドの WEB のページに記
載することで，安心できるサイトであることを提示すること
で顧客獲得を目指す。モデルは 50 代～60 代の方にしてもら
う。体型が違う何人かに同じ服を着用してもらい，身長やサ
イズを細かく記す。そうすることで，試着はできないが自分
が着用した姿を想像してもらいやすくする狙いである。また
新作が出る季節ごとに花の種をプレゼントするというサービ
スを行う。メッセージカードを同封し，人と人との繋がりを
大事にする温かいサイトを目指す。 
 
5.各価格層アパレルブランド調査結果 
5-1 百貨店調査 
表 1 百貨店調査概要 
調査日：2016 年 12 月 10 日 17 時 30 分頃,2017 年 6 月 16
日 14 時頃  
調査場所：大丸神戸三宮店,阪急梅田店 
調査方法：今回のブランドのターゲットとしている 60 代以
上の年齢に見える方の後ろをついていき,どんなブランドで
どんな商品を手に取って見ているのか調査した。また,その
時百貨店内を歩いていたシニア層の方のファッションを観察
した。百貨店調査は,1 回目の調査であまり有効なデータを
得られなかったため再度調査した。 
首元がくるくる丸くクシャッとしたデザインのものも多か
った。体型は下半身が細くて上半身は少しふっくらしている
方が多い印象を抱いた。白や黒,茶色などベーシックな色を
着る人が多い印象を抱いた。しかし，花柄や紫色の衣服を着
ている人も多かった。平均価格は約 13000 円と高めだった。 
図 1 年齢層別・所属世帯年収別のインターネット利用率 8) 
 
 
5-2 商業施設調査 
表 2 商業施設調査概要 
調査日：2017 年 7 月 18 日 14 時ごろ 
調査場所：アピアきた（逆瀬川）コープ内婦人服売り場,ア
ピア 1 階婦人服売り場, アクタ（西宮北口）西館 
 
調査した時は SS の季節だったため，アピアきたコープ内
婦人売り場で「接触冷感」を前面に出して販売していたのが 
印象的だった。売り場の広さに対して店員の数が少ないので,
商品の特徴がわかりやすいポップが多かった。店員が話しか
けてくることはほぼないので，自由に自分のペースで買い物
ができるところがとても良いと思った。百貨店に比べて,シ
ニア層の方が数多く見られた。平均価格は約 3000 円。 
5-3 通販カタログ調査 
ニッセンは結構若いイメージがしたため,シニア層には少
し不向きなように感じた。またデザインがかなりシンプルで,
デザイン性があまりなかったところも残念だった。セシール
はニッセンよりデザイン性があって,柄も多くお洒落な服が
多かった。セシールの方が若干値段は高かったが，色展開や
柄の展開が豊富だった。サイズはどちらも多様にあった。    
DHC は商品説明がわかりやすく，取り扱いもラクそうな商
品が多かったのでつい「買ってみたい」と思ってしまった。
色合いも派手過ぎず地味すぎず，今まで調べたなかでは 1
番いいと思った。また種類も豊富で,価格も安いため,理想的
な通販だと思った。よって,DHC の素材やデザインを参考に
して,ブランド企画をしていきたい。こちらも平均価格は約
3000 円であった。 
 
6.アパレルブランド企画 
60 代～80 代の女性でお洒落が好きな人で余暇活動（散歩，
外食，旅行，習い事，買い物など）をする人を前提として，
よく外に出かけるアクティブな人,友達が多い人，ファッシ
ョンに興味があり，定期的に服を買う人のうちどれかに当て
はまる方をターゲット層の中心とする。 
 ブランド名は「Auroree」とする。読み方は「オーロリ
ー」。オーロラのように美しい様々な色合いを持ち合わせる
ブランドという意味で「Aurora（オーロラ）」と,利用者と
ブランドの「長寿」を願って長い寿命をもつ「tree（木）」
を掛け合わせ，「Auroree」とした。 
 ブランドコンセプトは「毎日に季節の彩りと美しいシルエ
ットをプラス。大人の遊び心を満たすときめきを提案」とし 
生地や動きやすさにもこだわったブランドにする。 
 最後に AW と SS のアイテムの一例を示す。それぞれのア
イテムにポップに書くようなキャッチコピーも考えてみた。 
アイテムの色合いは，ベーシックな色に加えて季節を感じら
れるものを意識した。出かける時や普段着で気分もあがるお
洒落で綺麗色で動きやすく，機能性も備えた華やかな服で高
齢者の体型の気になる部分を隠せるということを考えアイテ
ムをデザインしてみた。 
 
 
 
7.WEB デザイン 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
8.まとめ 
本論文では，インターネットショッピングがシニア世代に
もますます使われる世の中になると予想し,WEB のアパレル
ブランドを企画してきた。しかし，これはあくまでも 10 年
後 20 年後の未来予測であり，実際このブランドが売れるか
どうかという確証はない。まだまだ課題はあるが，これが成
功すれば，新しい日本の商品販売のジャンルを作ることが実
現できるのではないか。シニアファッションがお洒落だとい
われる日本はすぐそこかもしれない。 
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